
条

約
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第
二
条

目
的

両
締
約
国
政
府
は
、
査
証
を
免
除
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
下
で
安
全
な
国
際
的
な
渡
航
を
一
層
容
易
に
し
つ
つ
、

両
国
の
国
民
の
安
全
を
強
化
す
る
た
め
、
重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
を
防
止
し
、
探
知
し
、
及
び
捜
査
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
利
用
さ
れ
る
情
報
（
個
人
情
報
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
交
換
す
る
た
め
に
こ
の
協
定
に
よ
り
設

け
ら
れ
る
枠
組
み
の
下
で
相
互
に
協
力
す
る
。

第
三
条

国
内
連
絡
部
局

１

各
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
規
定
す
る
任
務
を
行
う
一
又
は
二
以
上
の
国
内
連
絡
部
局
を
指
定
す
る
。

２

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
そ
の
国
内
連
絡
部
局
を
通
知

す
る
。

（
水
産
資
源
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
水
域
若
し
く
は
」
を
「
水
域
、」に
、「
水
域
（
」
を
「
水
域
若
し
く
は
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条

第
五
項（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
定
義
）に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
（
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
定
の
」
を
「
定
め
の
」
に
、「
行
い
、
若
し
く
は
」を「
行

い
、」に
、「
応
じ
よ
う
」
を
「
応
じ
、
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣
が
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に

係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
（
促
進
区
域
内
海
域
の
占
用
等
に
係
る
許
可
）
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
し
、
若
し
く
は
同
条
第
三
項
（
促
進
区
域
内
海
域
の
国
等
の
工
事
に
つ
い
て
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
応
じ
よ
う
」
に
改
め
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
港
湾
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
及
び

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
水
産
資
源
保
護
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
五
条
の
二
第
三
項
中
「
第
百
十
五
条
の
二
十
四
」
を
「
第
百
十
五
条
の
二
十
五
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
十
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
十
五

第
七
十
六
条
第
一
項（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、同
項
中「「
国

土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、前
項
中「
許

可
を
し
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
て
は
」」と
あ
る
の
は
、「「
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、「
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
し

な
け
れ
ば
」」と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け

た
国
土
交
通
大
臣
は
、同
項
に
規
定
す
る
促
進
区
域
内
海
域
の
利
用
又
は
保
全
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
通
知
に
係
る
部
隊
等
の
長
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
）
又
は
」
を
「
）、」
に
、「
に
つ
い
て
」
を
「
又
は
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
（
農
林
水
産
大
臣
が
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と

協
議
し
て
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
」
に
、「
又
は
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
経
済
産

業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

防
衛
大
臣

岩
屋

毅

重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府

と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
十
三
号

重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
（
以
下
「
両
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
を
防
止
し
、及
び
こ
れ
と
戦
う
た
め
に
一
層
緊
密
に
協
力
す
る
希
望
に
促
さ
れ
、

一
層
効
果
的
な
情
報
の
共
有
が
重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
と
の
戦
い
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、

基
本
的
な
権
利
及
び
自
由
、
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
及
び
個
人
情
報
の
保
護
を
尊
重
し
つ
つ
、
査
証
を
免
除
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
の
下
で
安
全
な
国
際
的
な
渡
航
を
一
層
容
易
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
並
び
に
重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ

ズ
ム
）
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

定
義

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

「
自
動
照
会
」
と
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
国
内
連
絡
部
局
を
通
じ
て
指
紋
情
報
を
比
較
す
る

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
手
続
で
あ
っ
て
、
照
会
す
る
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
（
以
下
「
照
会
連
絡
部

局
」
と
い
う
。）か
ら
送
信
さ
れ
た
指
紋
情
報
と
照
会
を
受
け
る
締
約
国
政
府
が
利
用
可
能
と
す
る
指
紋
情
報
と
の

間
に
適
合
す
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
を
自
動
的
に
決
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

「
個
人
情
報
」
と
は
、
自
然
人
を
特
定
し
て
い
る
情
報
又
は
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
い
う
。

「
重
大
な
犯
罪
」
と
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
上
、
少
な
く
と
も
一
方
の
締
約
国
政
府
（
第
四
条
又
は
第
八
条
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
照
会
し
、
又
は
利
用
す
る
締
約
国
政
府
）
の
国
内
法
令
に
よ
り
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は

長
期
一
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
に
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
構
成
す
る
行
為
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
の
不
可

分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
Ⅰ
に
規
定
さ
れ
る
も
の
及
び
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
処

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
構
成
す
る
そ
の
他
の
行
為
を
い
う
。
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３

両
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
相
互
に
直
接
連
絡
す
る
。

４

両
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
は
、
こ
の
協
定
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
よ
う
、
こ
の
協
定
に
規
定
す
る
任

務
を
行
う
。

第
四
条

指
紋
情
報
の
自
動
照
会

１

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
探
知
し
、
及
び
捜
査
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

他
方
の
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
が
自
動
照
会
を
開
始
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

２

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
自
動
照
会
の
た
め
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
Ⅱ
に
規
定
す
る
指
紋

情
報
を
他
方
の
締
約
国
政
府
に
利
用
可
能
と
す
る
。

３

各
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
は
、
重
大
な
犯
罪
の
防
止
、
探
知
及
び
捜
査
の
た
め
、
特
定
の
状
況
か
ら
判
断

し
て
、あ
る
個
人
が
重
大
な
犯
罪
を
実
行
す
る
か
又
は
実
行
し
た
か
に
つ
い
て
調
査
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
の
み
、

当
該
個
人
の
指
紋
情
報
に
関
す
る
自
動
照
会
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

各
締
約
国
政
府
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
自
動
照
会
の
た
め
の
自
動
指
紋
識
別
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
。
自
動
照

会
が
開
始
さ
れ
た
と
き
は
、
照
会
を
受
け
る
締
約
国
政
府
の
自
動
指
紋
識
別
シ
ス
テ
ム
は
、
指
紋
情
報
の
比
較
の
結

果
に
従
い
、
対
応
す
る
参
照
番
号
と
と
も
に
適
合
す
る
指
紋
情
報
が
あ
る
こ
と
又
は
適
合
す
る
指
紋
情
報
が
な
い
こ

と
を
照
会
連
絡
部
局
に
自
動
的
に
回
答
す
る
。

５

適
合
す
る
指
紋
情
報
が
あ
る
場
合
に
は
、照
会
連
絡
部
局
が
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

回
答
に
は
、
当
該
指
紋
情
報
を
添
え
る
。

６

こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
く
自
動
の
照
会
の
結
果
、
適
合
す
る
指
紋
情
報
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
次
条
の
規
定
に

基
づ
く
追
加
的
な
情
報
の
要
請
が
な
い
と
き
は
、
照
会
を
受
け
た
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
（
以
下
「
被
照
会

連
絡
部
局
」
と
い
う
。）は
、
合
理
的
な
期
間
内
に
当
該
照
会
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

照
会
連
絡
部
局
は
、
そ
の
要
請
に
対
し
適
時
に
回
答
す
る
。

７

こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
く
自
動
照
会
の
技
術
的
及
び
手
続
的
な
細
目
は
、
両
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
の
間

の
一
又
は
二
以
上
の
実
施
取
決
め
で
定
め
る
。

第
八
条

情
報
の
処
理
に
対
す
る
制
限

１

被
照
会
連
絡
部
局
は
、
照
会
連
絡
部
局
か
ら
送
信
さ
れ
た
指
紋
情
報
を
、
第
四
条
の
規
定
に
従
っ
て
回
答
を
行
っ

た
後
直
ち
に
削
除
す
る
。
た
だ
し
、
自
動
の
照
会
の
結
果
、
適
合
す
る
指
紋
情
報
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
五
条
１
に

規
定
す
る
要
請
に
回
答
す
る
ま
で
、
照
会
連
絡
部
局
か
ら
送
信
さ
れ
た
指
紋
情
報
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

照
会
連
絡
部
局
は
、
第
四
条
５
の
規
定
に
基
づ
い
て
被
照
会
連
絡
部
局
か
ら
送
信
さ
れ
た
指
紋
情
報
を
、
第
五
条

の
規
定
に
基
づ
い
て
追
加
的
な
情
報
を
要
請
す
る
か
否
か
を
決
定
し
た
後
直
ち
に
削
除
す
る
。

３

各
締
約
国
政
府
は
、
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
追
加
的
な
情
報
を
要
請
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
の
み

自
動
照
会
の
結
果
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

被
照
会
連
絡
部
局
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
第
五
条
１
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
通
報
に
含
ま
れ
る
情
報
を
保

管
す
る
。

５

各
締
約
国
政
府
は
、
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
情
報
を
、
同
条
１
の
規
定
に
基
づ
い
て
通
報
し

た
目
的
に
加
え
て
、
８
の
規
定
に
適
合
す
る
範
囲
内
で
次
の
目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

重
大
な
犯
罪
の
捜
査

⒝

自
国
の
公
共
の
安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
の
防
止

⒞

出
入
国
管
理
に
関
連
す
る
目
的

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
第
五
条
１
及
び

に
規
定
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が

必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
の
目
的
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
当
該
利
用
に
つ
い
て
の
事
前
の
同
意
を
得

る
た
め
の
書
面
に
よ
る
要
請
を
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

各
締
約
国
政
府
は
、
前
条
に
規
定
す
る
結
果
を
、
こ
の
協
定
の
実
施
状
況
を
検
討
す
る
た
め
に
の
み
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

７

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
他
方
の
締
約
国
政
府
の
書
面
に
よ
る
事
前
の
同
意
な
し
に
、
第
四
条
か
ら
前

条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
情
報
を
い
か
な
る
第
三
国
、
国
際
機
関
、
民
間
団
体
又
は
私
人
に
も
開
示

し
て
は
な
ら
な
い
。
前
段
の
規
定
は
、
各
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
の
下
で
提
供
さ
れ
た
情
報
を
開
示
す
る
義
務
を

自
国
の
法
令
に
基
づ
き
負
う
場
合
に
は
、
当
該
義
務
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

８

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
情
報
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
特
定
の
事
案
に

お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
よ
る
当
該
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
他
方
の
締

約
国
政
府
は
、
当
該
情
報
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
当
該
条
件
に
拘
束
さ
れ
る
。

９

両
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
法
令
に
従
い
、
提
供
さ
れ
た
情
報
の
処
理
を
公
正
に
実
施
し
、
及
び
第
五

条
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
同
条
１
に
規
定
す
る
目
的
又
は
当
該
情
報
が
５
の
規
定
に

基
づ
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
目
的
の
た
め
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
保
管
す
る
。

第
九
条

情
報
の
保
護
及
び
保
全

両
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
法
令
に
従
い
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
情
報
を
保
護
す
る
こ
と

（
当
該
情
報
の
許
可
さ
れ
て
い
な
い
利
用
又
は
こ
れ
へ
の
許
可
さ
れ
て
い
な
い
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
こ
と
を
含
む
。）

を
目
的
と
し
て
、
組
織
的
な
措
置
、
技
術
的
な
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
（
例
え
ば
、
適
当
な
場
合
に
は
、
適
当
な

技
術
及
び
暗
号
の
使
用
）
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
十
条

一
定
の
情
報
の
訂
正
、
削
除
又
は
不
開
示

１

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
他
方
の
締
約
国
政
府
に
提
供
し
、
又
は
当
該
他
方
の
締
約
国
政

府
か
ら
受
領
し
た
重
要
な
情
報
が
不
正
確
な
又
は
信
頼
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
他

方
の
締
約
国
政
府
に
通
報
す
る
。

２

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
他
方
の
締
約
国
政
府
か
ら
受
領
し
た
重
要
な
情
報
が

不
正
確
な
又
は
信
頼
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
か
ら
通
報
さ
れ
、
又
は
そ
の
他
の
方

法
で
知
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
情
報
の
訂
正
、
削
除
、
不
開
示
等
の
適
切
な
措
置
を
と
る
。

第
五
条

追
加
的
な
情
報
の
要
請
及
び
提
供

１

照
会
連
絡
部
局
は
、
自
動
の
照
会
の
結
果
、
適
合
す
る
指
紋
情
報
が
あ
る
場
合
に
は
、
要
請
の
目
的
及
び
一
又
は

二
以
上
の
実
施
取
決
め
に
定
め
る
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
通
報
を
行
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
被
照

会
連
絡
部
局
に
対
し
、
指
紋
情
報
が
適
合
す
る
者
に
関
す
る
追
加
的
な
情
報
の
提
供
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

被
照
会
連
絡
部
局
は
、
こ
の
協
定
及
び
自
国
の
法
令
に
従
い
、照
会
連
絡
部
局
に
対
し
、要
請
さ
れ
た
情
報
で
あ
っ

て
、
そ
の
要
請
を
受
理
し
た
時
に
利
用
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
要
請
に
示
さ
れ
た
目
的
に
関
連
す
る
と
認
め
る

も
の
を
提
供
す
る
。

３

情
報
に
つ
い
て
は
、
照
会
す
る
締
約
国
政
府
に
よ
る
防
止
、
探
知
又
は
捜
査
の
対
象
と
な
る
行
為
が
照
会
を
受
け

る
締
約
国
政
府
の
国
内
法
令
に
よ
れ
ば
犯
罪
を
構
成
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
提
供
す
る
。

４

こ
の
協
定
に
基
づ
く
情
報
の
要
請
は
、
当
該
要
請
が
他
の
適
用
可
能
な
二
国
間
又
は
多
数
国
間
の
法
律
上
の
相
互

援
助
に
関
す
る
国
際
協
定
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
国
際
協
定
又
は
そ
の

他
の
国
際
的
な
法
執
行
に
関
す
る
相
互
の
協
力
を
通
じ
て
行
わ
れ
得
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
は
、
拒
否
さ
れ
な

い
。

５

被
照
会
連
絡
部
局
は
、
要
請
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
自
国
の
法
令
に
適
合
す
る
範
囲
内
で
、
照
会
連
絡
部
局
に

拒
否
の
理
由
を
通
報
す
る
。

第
六
条

要
請
が
な
い
場
合
の
情
報
の
提
供

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
事
前
の
要
請
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
、
重
大
な
犯

罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
及
び
関
連
す
る
行
為
）
が
実
行
さ
れ
る
又
は
実
行
さ
れ
た
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
重
大
な
犯
罪
の
防
止
、
探
知
及
び
捜
査
の
た
め
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
国
内
連
絡
部
局
を
通
じ
て
他
方
の
締

約
国
政
府
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

利
用
の
結
果
の
通
報

第
五
条
又
は
前
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
情
報
を
受
領
し
た
国
内
連
絡
部
局
は
、
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
情
報
を

提
供
し
た
国
内
連
絡
部
局
に
対
し
当
該
情
報
の
利
用
（
次
条
５

の
規
定
に
基
づ
く
利
用
を
含
む
。）の
結
果
を
通
報
す

る
。
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第
十
一
条

記
録

１

各
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
両
締
約
国
政
府
間
で
伝
達
さ
れ
た
情
報
の
提
供
及
び
受
領
の
記
録
を

保
管
す
る
。
当
該
記
録
は
、
各
締
約
国
政
府
が
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。

こ
の
協
定
及
び
自
国
の
法
令
に
基
づ
く
当
該
情
報
の
保
護
の
効
果
的
な
監
視
を
確
保
す
る
こ
と
。

第
四
条
６
、
第
七
条
及
び
前
条
の
規
定
を
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

こ
の
協
定
及
び
自
国
の
法
令
に
基
づ
く
当
該
情
報
の
保
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

２

１
の
記
録
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。

締
約
国
政
府
が
提
供
し
、
又
は
受
領
し
た
情
報
の
種
類

提
供
又
は
受
領
の
日
時

自
動
照
会
の
時
点
に
お
い
て
重
大
な
犯
罪
の
防
止
、
探
知
又
は
捜
査
を
行
っ
て
い
る
当
局
の
識
別

３

１
の
記
録
は
、
不
適
切
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
当
な
措
置
に
よ
り
保
護
さ
れ
、
及
び
少
な
く
と
も

二
年
間
保
管
さ
れ
る
。
各
締
約
国
政
府
は
、
保
管
期
間
の
経
過
後
、自
国
の
法
令
に
適
合
し
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、

当
該
記
録
を
直
ち
に
削
除
す
る
。

第
十
二
条

費
用

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
自
ら
の
義
務
（
例
え
ば
、
自
動
指
紋
識
別
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
運
用

及
び
保
守
並
び
に
他
方
の
締
約
国
政
府
に
よ
る
要
請
の
実
施
）
を
履
行
す
る
に
当
た
っ
て
自
ら
が
負
っ
た
費
用
を
予
算

上
の
資
金
の
利
用
可
能
性
に
従
っ
て
負
担
す
る
。

附
属
書
Ⅰ

こ
の
附
属
書
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
犯
罪
又
は
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
未
遂
、
共
謀
、
ほ
う
助
、
教
唆
若
し
く
は
予

備
（
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
一
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
に
処
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
構
成
す
る
行
為
は
、「
重
大
な
犯
罪
」
と
し
て
こ
の
協
定
の
適
用
の
対
象
と
な
る
。

１

テ
ロ
リ
ズ
ム
又
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
犯
罪

２

拷
問

３

殺
人
、
傷
害
致
死
又
は
重
過
失
致
死

４

重
大
な
傷
害
（
永
久
的
な
障
害
が
残
る
こ
と
及
び
永
久
的
に
外
観
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
含
む
。）を
加
え
る
意
図

を
も
っ
て
行
う
暴
行
又
は
そ
の
よ
う
な
傷
害
を
も
た
ら
す
暴
行

５

恐
喝

６

贈
収
賄
又
は
腐
敗
行
為

７

横
領

８

重
罪
に
当
た
る
盗
取

９

住
居
侵
入

10

偽
証
又
は
偽
証
教
唆

11

人
の
取
引
又
は
密
入
国

12

児
童
の
性
的
搾
取
又
は
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
連
す
る
犯
罪

13

麻
薬
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
そ
の
他
の
規
制
物
質
の
不
正
な
取
引
、
頒
布
又
は
頒
布
を
意
図
し
た
所
持

14

火
器
、
弾
薬
、
爆
発
物
そ
の
他
の
武
器
の
不
正
な
取
引
又
は
火
器
に
関
連
す
る
犯
罪

15

詐
欺
又
は
欺
も
う
的
行
為
を
伴
う
犯
罪

16

税
に
関
連
す
る
犯
罪

17

犯
罪
収
益
の
洗
浄

18

通
貨
の
偽
造

19

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪

20

知
的
財
産
に
係
る
犯
罪
又
は
製
品
の
偽
造
若
し
く
は
違
法
な
複
製

21

身
元
関
係
事
項
の
盗
取
又
は
情
報
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
不
法
な
ア
ク
セ
ス
を
含
む
。）

22

環
境
に
係
る
犯
罪
（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
又
は
植
物
の
種
（
亜
種
及
び
変
種
を
含
む
。）の
不
正
な
取
引
を

含
む
。）

23

外
国
人
の
許
可
さ
れ
て
い
な
い
入
国
若
し
く
は
居
住
又
は
不
適
正
な
入
国
の
助
長

24

人
の
器
官
又
は
組
織
の
不
正
な
取
引

25

略
取
、
誘
拐
、
不
法
な
拘
束
又
は
人
質
を
と
る
行
為

26

強
盗

第
十
三
条

一
般
規
定

１

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
両
締
約
国
政
府
若
し
く
は
両
国
が
締
結
し
て
い
る
他
の
適
用
可
能
な
国
際
協
定

又
は
自
国
の
法
令
に
従
っ
て
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
情
報
を
要
請
し
、

又
は
提
供
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

２

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
に
よ
る
情
報
の
照
会
、
要
請
又
は
利
用
が
、
当

該
締
約
国
政
府
が
自
国
の
国
際
的
な
義
務
に
適
合
す
る
範
囲
内
で
政
治
犯
罪
で
あ
る
と
認
め
る
行
為
の
防
止
、
探
知

又
は
捜
査
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
当
該
情
報
の
照
会
、
要

請
又
は
利
用
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

こ
の
協
定
は
、
私
人
の
権
利
若
し
く
は
義
務
（
証
拠
を
取
得
し
、
若
し
く
は
排
除
し
、
又
は
情
報
の
共
有
を
妨
げ

る
こ
と
を
含
む
。）を
生
じ
さ
せ
、
又
は
こ
れ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
十
四
条

協
議

１

両
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
協
議
す
る
。

２

両
締
約
国
政
府
は
、
必
要
に
応
じ
、
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
生
ず
る
い
か
な
る
問
題
に
つ
い
て
も

協
議
す
る
。

第
十
五
条

効
力
発
生
、
改
正
及
び
終
了

１

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
相

互
に
通
知
す
る
外
交
上
の
公
文
を
交
換
し
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
協
定
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
以
後
に
行
わ
れ
た
情
報
の
照
会
、
要
請
又
は
提
供
（
情
報
が

こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
前
に
行
わ
れ
た
行
為
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
含
む
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
こ
の
協
定
を
改
正
す
る
た
め
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
協
議
を
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
協
定
（
附
属
書
Ⅰ
及
び
附
属
書
Ⅱ
を
含
む
。）は
、
両
締
約
国
政
府
の
書
面
に
よ
る
合
意
に

よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
三
箇
月
の
予
告
を
も
っ
て
書
面
に
よ
る
通
告

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で
も
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

こ
の
協
定
の
終
了
の
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
全
て
の
情
報
は
、
こ
の
協
定
の
規
定

に
従
っ
て
引
き
続
き
保
護
さ
れ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
四
年
二
月
七
日
に
東
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

三
ツ
矢
憲
生

古
屋
圭
司

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
た
め
に

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ



（
右
条
約
の
英
文
）
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27

文
化
的
な
物
品
（
骨
と
う
及
び
美
術
品
を
含
む
。）の
不
正
な
取
引

28

偽
造
（
行
政
官
庁
の
文
書
（
例
え
ば
、
旅
券
及
び
旅
行
証
明
書
）
又
は
支
払
手
段
の
偽
造
を
含
む
。）

29

生
物
学
的
物
質
、
化
学
的
物
質
、
核
物
質
若
し
く
は
放
射
性
物
質
の
不
正
な
取
引
若
し
く
は
使
用
又
は
こ
れ
ら
の

不
法
な
所
持

30

盗
取
さ
れ
た
若
し
く
は
偽
造
さ
れ
た
物
品
又
は
盗
取
さ
れ
た
若
し
く
は
不
正
な
文
書
（
旅
券
及
び
旅
行
証
明
書
を

含
む
。）若
し
く
は
支
払
手
段
の
取
引

31

強
姦か

ん

そ
の
他
の
重
大
な
性
的
暴
行

32

放
火

33

航
空
機
若
し
く
は
船
舶
の
不
法
な
奪
取
又
は
公
海
に
お
け
る
海
賊
行
為

34

妨
害
行
為
（
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
）

附
属
書
Ⅱ

１

日
本
国
政
府
は
、
次
の

及
び

を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
利
用
可
能
と
す
る
。

自
動
の
照
会
に
お
い
て
、
当
該
照
会
が
特
定
さ
れ
た
個
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
場
合
に

は
、
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
個
人
の
指
紋
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
個
人
か
ら
採
取
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
探
知
し
、
及
び
捜
査
す
る
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
自
動

指
紋
識
別
の
た
め
の
国
の
シ
ス
テ
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

⒜

確
定
判
決
に
よ
っ
て
有
罪
の
判
決
を
受
け
、
及
び
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者

⒝

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
成
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
逮
捕
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
者

公
訴
を
提
起
さ
れ
た
が
、
判
決
が
確
定
し
て
い
な
い
者

日
本
国
の
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）第
二
百
四
十
八
条（
そ
の
改
正
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
公
訴
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
者

公
訴
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
い
ず
れ
も
な
い
者
。た
だ
し
、

微
罪
と
認
め
ら
れ
た
場
合
又
は
最
終
的
に
刑
事
手
続
以
外
の
未
成
年
者
に
関
す
る
手
続
の
対
象
と
な
っ
た
場

合
を
除
く
。

⒞

日
本
国
内
の
警
察
当
局
の
間
で
逮
捕
の
要
請
が
送
付
さ
れ
て
い
る
成
人

自
動
の
照
会
に
お
い
て
、
当
該
照
会
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
個
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る

場
合
に
は
、
個
人
か
ら
採
取
さ
れ
た
指
紋
情
報
で
あ
っ
て
、

に
規
定
す
る
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
自
動
指

紋
識
別
の
た
め
の
国
の
シ
ス
テ
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

２

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
１

に
規
定
す
る
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
自
動
指
紋
識
別
の
た
め
の
国
の
シ
ス

テ
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る
指
紋
情
報
（
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
個
人
の
指
紋
情
報
を
含
む

が
、
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
な
い
。）を
日
本
国
政
府
に
利
用
可
能
と
す
る
。

有
罪
の
判
決
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
成
人

逮
捕
状
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
成
人

テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
者
又
は
そ
れ
が
疑
わ
れ
る
者

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

山
下

貴
司

外
務
大
臣

河
野

太
郎
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